

































































































































































































































































































































れる︒この三毒段では﹁修善﹂が勧められ︑修善の目的として﹁願度世﹂が説かれる︒しかし︑親鸞思想において︑修善は自力の行であり往生の因とは認められない︒で その親鸞思想を踏まえた時 この経文は何 教えるものとして理解されるべきなのか︒清沢の思索の結論は︑この論文 おけ ﹁修善はそ 実行が出来難いことを自覚させ ため 契機だ﹂というものであった︒　
このような過程を経て清沢は︑真宗正依の﹃大経﹄を根拠と ﹁俗諦流出説﹂から﹁俗諦案内説﹂へと転回を遂げた
のである︒そしてそこに至る清沢の営為は︑従来の真 二諦論が国家主義的道徳に回収されてしまうものであったことに対し︑そのような道徳とは異なる独自の価値を宗教はもつということを示して︑どこまでもその国家主義と対抗しうる普遍的領域を確保しよ
うとしたものであったと考えられるのである︒
【要旨】清沢満之と真宗の教法
6
おわりに
　
本稿は︑おおよそ明治三二年から最晩年の明治三六年までの清沢の思索を辿ろうとしたものである︒そこで注目した
のは︑巣鴨監獄教誨師事件であり︑また井上哲次郎の倫理的宗教論の提唱であった︒そして清沢は︑このような社会での議論に対し︑常に真宗の教法を念頭に置いて応答しようとしていたのである︒　
その中で︑清沢によって最も意識されていたと考えるのが︑井上哲次郎を代表とする国家主義的道徳であった︒清沢
は︑少なくとも井上の倫理的宗教 提唱の後にはこれを拒否する姿勢を明確に示しており︑それ以前の﹃有限無限録﹄などから表現の仕方を変更した︒そしてそれ以降の﹁精神主義﹂に代表される清沢の思想は︑基本的に国家主義的道徳に対峙する立場に根差したも と考える︒　
そのように清沢の思想を見ることができたとして︑その意図したところの全体を清沢の周囲の者が汲み取れたかは問
題である︒それは
今後の課題としたい︒
